
 

第３期５カ年中期行動計画 令和７年度進捗状況について 

 

【ミッション】 

建学の精神「自助協力」 

多様な夢に挑み、アジアの未来に飛躍する創造的人材の育成 

【ビジョン―亜細亜大学の将来像】 

 自立と自己実現に向けて主体的に考え行動し、相互の多様性を尊重しつつ、アジアを中心と

する国際社会で活躍する人材の育成 

・アジア交流の拠点となる 

・すべての学生が充実感・達成感を得られる大学となる 

・社会との連携を拡充し、社会貢献をさらに推進する 

【スローガン】 楽しい大学・面白授業・アジアと共に～選びたくなる 亜細亜大学～ 

【基本方針】 

（１）アジア学修の浸透及び国際交流の持続展開 

（２）社会の変化に対応した新しい学科の開設による教育の拡充 

（３）主体的学修力の育成強化 

（４）楽しい大学・面白授業の構築 

（５）社会連携活動の拡充 

（６）広報活動の強化 

（７）ガバナンス体制の構築 

 

 令和 4年度を期首とする第 3期 5カ年中期行動計画は、現在までに 4年間が経過しました。 

計画策定当初から社会環境や志願者動向が大きく変化する中にあっても、ミッションの実現に

向け、最終年度（令和 8年度）に至るまで、各施策を着実に推進してまいります。 

 

１．社会変化への対応と次期計画の策定 

（１）第３期５カ年中期行動計画の期中開始の学部学科の改編の完遂 

  社会変化に対応する教育組織改革の推進として、「経営学部データサイエンス学科」開設

（令和５年度）、「社会学部現代社会学科」開設（令和７年度）、そして、令和８年度「健康ス

ポーツ科学部健康スポーツ科学科」開設を完遂し、併せて本学の社会的な認知度を高め、既存

学部を含めた志願者増を図り、入学定員を確保することを必達目標としました。その結果、令

和８年度入試の学部合計志願者数は 11,366 人となり、令和２年度入試以来の 1万人超えとな

りました。 

  また、独立行政法人大学改革支援・学位授与機構が主催した「大学・高専機能強化支援事業 

令和 7年度 大学等の理系転換・拡充による人材育成機能強化会議」において、健康スポーツ

科学部の先進的な取り組みについてポスターセッションで発表しました。 

 

（２）次期中期計画の土台作り 

  学長を議長として、以下の２点を論点に全学的なディスカッションを実施しました。 

・百周年までに大学、各学部・学科および事務部署が達成すべき事項 

・直近 5カ年（2027～2031 年度）における大学、各学部・学科および事務部署の課題 

本ディスカッションにおいて提起された「アジア力」の推進や「楽しい大学」の実現などを

踏まえ、次期中長期計画の策定を進めてまいります。  



 

２．第 3期５カ年中期行動計画における重点行動施策の令和７年度進捗状況について 

令和 7年度は、亜細亜学園 5 カ年中期行動計画推進本部において、下表のとおり進捗確認を行

いました。当該年度においては、到達目標を達成している項目も見られますが、最終年度となる

令和 8年度に向け、さらに内容の充実・高度化を図りつつ、引き続き推進してまいります。 

 

（１） 国際化施策 

成果 ・派遣留学プログラム参加者は合計 315 名で、うちアジア地域への留学者は 175 名と

なり、令和８年度到達目標である「実留学 300 名うちアジア地域 150 名」を達成。 

・学内イベント「ASIAN FESTA」の参加者数が 2,085 名に達し、令和８年度到達目標で

ある「アジア地域の文化等を学内で体験した学生数 2,000 名」を達成。 

課題 ・都市創造学部の留学プログラム終了に伴うアジア諸国への派遣留学者数確保。 

 

（２） 教育研究活動施策 

成果 ・昨年度公表したアセスメントプランに基づく「アセスメント報告書」の刊行。 

・学生が主体的に学べるよう「英語および英語以外の 13 外国語」のカリキュラムを抜

本的に改革。 

・「亜細亜大学 MDASH リテラシープログラム」が文部科学省 MDASH リテラシーレベルに

再認定。 

課題 ・経営学部データサイエンス学科の教育効果検証とカリキュラム等の改善。 

・オンデマンドによる大人数講義についての制度化。 

 

（３）学修環境支援施策 

成果 ・図書館（２～４階）リニューアルの完工。 

・学外コンビニ証明書発行サービスの運用を開始。 

・学生健康保険互助組合制度のサービス拡大（歯科治療の対象化）。 

課題 ・利用者の増加傾向に対応できるキャリアセンター事務室のリニューアル。 

・１年生からのキャリア支援プログラムの充実化と実施。 

 

（４）社会連携施策 

成果 ・アジアをテーマとした高等学校及びオープンキャンパスでの模擬授業実施。 

・第４期認証評価に資する「自己点検・評価報告書」の作成。 

課題 ・外部評価機関（大学基準協会）の第４期認証評価における適合認定。 

 

（５）大学運営施策 

成果 ・ 「立立大学ガバナンス・コード（第 1.1 版）」（立立大学連盟）遵守率 100％を達成。 

・事務部門のリスク分析（棚卸し）と評価、危機管理広報研修を実施。 

・健康スポーツ科学部実験実習棟建設に向けた設計・建築計画を策定及び着工。 

課題 ・令和９年度を期首とする中長期計画策定及びブランディング戦略の立案。 

以上 


